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296. 投動作競技者の藤縄節機能に鶴ずる務究
一潟関節潟館筋力iこj主題して…
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{底的〕投動作は現代の設常生活においてスポーツ活動以外で

はほとんど行われず，特に践を綴上まで援り上げる動作は議であ

る.}J誇鑓節の運動は主にf持取よB露関欝と灘1131鞄務総1tiの接合運動
である.特iこ湾関節外転運動iこは潟市上競ザズムという璃市上競

機態と窮ffJ絡事n関館の協鶴運動で干すっている.このように鶏隣室告
の選動には縛Illi!fの関与が議主要である.しかし潔関節の議勤‘締
華客iこ鑓ずる報告は海時3上郷関il1Hこ!翼連ずるものが多く，潟単純綿
i湾筋i之擬する報告は少ない.]智取締綿関節の機能を号誇らかにする
ことは，議機節の運動と鰯替の多角的理解を可能iごすると考えら
れる.

本研究において潜哨胸部隊館の機能，特に縛明帯挙上筋鮮の筋

力iご蕃怒して，投てき動作を行うスポーツ選手，自頃，投てき動

作を行わないコントロール群，現在湾関節iこ鰭容を持つスポ…ツ

選手を対象にj時顎務挙上筋力，遜紫の主審縄諮外転筋力. ~芝}之}詰今期

脅の動ぎを持!えた湾関節タト転筋力をそれぞれ総定し，海開館タト転

運動における}背中干替の欝力的鵠連性について比較投能した.

{対象及び方法}被験者は投動作を行うスポーツ選手{投手群

12名，聖子苧群14名，議投げ欝8名，水球群10名，バレーボール

若干9名:計51名，以下競技群とするにコントロ…J!r1葬として日
!;氏支震動を行っていない鰭綾な男子学生10名.)互に現主主.J語頭琵?

に議議をもっスポーツ選手8:sの針69名であった説験者は上肢

を下愛し，手部告や開設とし，戸主位，体幹および額部認定の瀦詑

波紋のもと，潟明手持挙上i襲j定はMIC氏。fE'1、を設!J持して考察尺性筋
力をそれぞれ5Imずつ潤恕した.またJ露関節外転議動はBIODEX
を援?脅して等法性筋力を11)速滋sOdegJsec，120deg!開cで鵠まを
した.海p 溜00務外転菜室勤は通常のタL鉱溜動と鰭rp枠の動ぎをj官j
えた条件でそれぞ抗Sf現ずつ讃i定した.持儲項目は，斑Ef1帯挙上，
溺鵠節外転の宣言力的i簡鎚&i保について統計学的処獲を行い，比較

綾討を行った葛

{結果及び考察}鶏lfl楼挙上と蒋鎚節外転の筋力的関連性を検
寄せするため，各筋力項自の組関額数を算出した.その総菜，競技

若手， コントロ…jレ群.{;語怒群とも簿申告子手持上務カ，認!掲欝タ字転筋

力の角速j変6OdegJsec，120deg!secともに疋の給路が認められ
た.しかし，簿f11帯挙上筋力とE害時3脅の毅}舎を扱えた条件での議
関節外転筋力の角速度6Odeg!sec. 12Od(~g!sec ともに競技若手，

コントロール群量義語審鮮とも相関鎚探は認められなかった.とめ

ととより潟明帯と諸島毎節の筋力的関連性は高いことが考えられる.

廷に発議甲骨の動きを抑えた条件での駕市帯挙上務カと簿欝室長タト

転務カiこは筋力的i鶏連投が見られなかったことから弱関節の外転

議毅l~立認申干警のバランスよい鍛きを議援な饗識とすると考えられ

る.本研究から麗鵜吉野における駕申帯の役割，つまり磁器著蔀の躍

動が機能的に持われるためには，瀦Ifl上鍛ml露1の議室VJだけでなく
簿車輪郭答書館を湾る五寄与I帯も機能的に働くことが必重要である.

設動作を行う競技者群は躍弔辞に封ずるトレ…ニング1:::加えて

競技磁践に合わせた議関節のトレ…ニングが点、婆と考えられる.

また，寿喜話題節の若草容に関しても，第lfI帯の特性を考え，籍取帯iこ

対する1)ハピリテーシgン トレーニングがt襲撃の卒綿密復や予
訪に有摺であると考えられる‘
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